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実　　績

△８．２△３２７４，００５３，６７８当期純利益

(－) ３４１(－)０(－) ３４１少数株主損益

△１，０２５△２，７５２△１，７２７法人税等

△１４．９△１，０１２６，７５８５，７４６税引前利益

（前年同期の特別要因）

厚生年金基金代行返上益減△5,278

減損損失減2,144

（その他の要因）

連結調整勘定償却額減1,368

投資有価証券売却益減△506

特別退職金減246

－△１，６９９７０３△９９６特別損益

受取配当金増214他１１．４６８７６，０５５６，７４２経常利益

繊維増478､ﾌﾞﾚ-ｷ減△641 ､紙増43、化成品
減△21、不動産増減△88 、その他増186、全
社費用減+211

３．５１６８４，７７８４，９４７営業利益

繊維減△37 ､ﾌﾞﾚ-ｷ減△16､紙減△75 、化成
品増773、不動産減△105、その他減△940

△０．３△４００１２１，９０５１２１，５０４売上高

　主な要因増減率(%)前年同期比２００４年９期２００５年９期

百万円

１

［為替レート(円/ドル)　　１１０．６２　　　１０８．４３　］



貸借対照表比較
百万円

２

CHOYA株式取得に伴うのれん代償却による△４６４４６４－連結調整勘定

評価差益増35,332　売却△85　取得3,575３８，７９７１２２，８１１１６１，６０８投資有価証券

取得13,448　償却△5,338，除却売却△6,678３，３２０９９，７８１１０３，１０１有形固定資産

日清紡減△770　CHOYA減△739　NAC増 520△３７５４０，４０７４０，０３２棚卸資産

主な増減内容増減２００５年３期２００５年９期（資産の部）

関係会社への債務保証の履行に備えるため－５０６５０６債務保証損失引当金

△４１７９，９０８９，４９１長期借入金

有価証券評価益増に伴う増加１４，０５６２７，５１８４１，５７５繰延税金負債

上田日本無線減△907△１，１５９３８，１９４３７，０３４短期借入金

主な増減内容増減２００５年３期２００５年９期（負債の部）

有価証券評価益増に伴う増加２０，９１９４２，６９１６３，６１０有価証券評価差額金

（自己株式保有数634千株）△４２△３６１△４０４自己株式

主な増減内容増減２００５年３期２００５年９期（資本の部）



売上高（セグメント別内訳）

百万円

△３４，７２４△３３，０６７△３２，２８５消去

１２１，５０４１２１，９０５１１２，０１８売上高計

２０，０４８２０，９６０２０，１４１その他

２，７６０２，８８６２，８０９不動産

２０，２５５１９，３１２１７，８２７化成品

１５，６５９１５，９７５１５，６１９紙

４２，６９０４２，１５６４０，７８３ブレーキ

５４，８１６５３，６８３４７，１２４繊維

２００５年９期２００４年９期２００３年９期

３

(消去前の金額)
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百万円

繊維　 ［国内］ 微減収

　　　   ［海外］ 増収   ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等子会社好調、日清紡上海新規連結

ﾌﾞﾚｰｷ ［国内] 減収　ABS製品のｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙﾃｰﾍﾞｽへの営業移管

　　　   ［海外］ 増収　新規受注増

紙　   (家庭紙)減収 (洋紙) 増収

化成品［国内］ 増収  子会社の建材部門進出。

　　　　 ［海外］ 増収  子会社受注増

不動産  微減収

その他　減収　PDP撤退　　ﾒｶﾄﾛは増収



営業利益（セグメント別内訳）
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繊維 ﾌﾞﾚｰｷ 紙 化成品 不動産 その他

４，９４７４，７７８４，０１８営業利益計

   △３６９   △５８０     △５０２全社費用

   △５８６   △７７２   △８７５その他

１，２７５１，３６３       １，３１６不動産

５３３５５４            ３０２化成品

７８０７３７       ９２５紙

２，７０１３，３４３      ２，８６４ﾌﾞﾚｰｷ

６１１１３３        △１２繊維

２００５年９期２００４年９期２００３年９期

2003.9                   2004.9                2005.9

百万円

４

繊維　　：　増益　ＣＨＯＹＡ黒字化、海外子会社増益

ﾌﾞﾚ-ｷ　：　減益　国内・ ABS製品のｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙﾃｰﾍﾞｽへの営業移管
等により減益、海外子会社・増益

紙　　　 ：  増益 家庭紙が製品市況の悪化から減益も洋紙好調

化成品 ：  減益 海外子会社好調も国内採算悪化で減益

不動産 ：  減益 賃貸マンション売却

その他 ：  改善 ﾒｶﾄﾛ増益・電子機器赤字縮小・PDPﾌｨﾙﾀ-撤退



繊維事業
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国 内 海 外 消 去売上高

営業利益

　　　　2004.9                 　　2005.9           　　 　　　期初予想

５

　　　2004.9　　　　　　　　　 2005.9　　　　　　　　　 期初予想

６９８０ーー日清紡上海

５１２３△４９６P.T.ﾅｲｶﾞｲｼｬﾂ

６１１４０，６２２１３３４０，６６０合計

△３６△１４，１９４２△１３，０２３消去

５５８７，２３１５０５５，７５５海外計

７２２，２２１１３９１，９９５ニカワテックス

９９１，７７６９７１，７７７ギステックス

３７６２，１３１２７３１，８８７ﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡

８９４７，５８５△３７４４７，９２８国内計

５９１４，７９０△２７１４，４５７その他

９６６，１７７△２４８６，３９４ＣＨＯＹＡ

△６６２６，６１８△９９２７，０７７日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　 ２００４年

（売上高）＝減収

　本体：デニム増収、市販糸・カジュアル衣料減収

　国内子会社：CHOYA他低採算品の販売控え減収

　海外子会社：増収

（営業利益）＝増益

　国内はCHOYA黒字化、デニム好調などにより増益

　海外はﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡好調で増益



ブレーキ事業
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百万円 国内 海外 ABS

売上 高

営業利益

６

　　2004.9　　　　　　　2005.9　　　　　　期初予想 ０１６４ーーセロン北京

２，７０１２７，７９６３，３４２２７，８１２合計

△６０△１４，８９４△５９△１４，３４４消去

９９３１０，９９４７９６７，８９６海外計

７０７５，１７６５７４３，８４７セロン

２９３１，６００２０３１，１７８ソンブーン

△７４，０５４１９２，８７１オートモーティブ

１，７６８３１，６９６２，６０５３４，２６０国内計

１４７３，９８２３８６５，７５４ＡＢＳ

１４７１３，５３０１５２１３，９９０その他

１，４７４１４，１８４２，０６７１４，５１６日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　　２００４年

（売上高）＝減収

　国内・ABS製品のｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙ･ﾃｰﾍﾞｽへの移管、補修用 摩擦材の

          受注減などにより減収

　海外・新規受注寄与により増収

（営業利益）＝減益

　国内・ ABS製品の移管、鋼材等の原材料値上げにより減益

　海外・ 増収効果などにより増益



紙製品事業
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営業利益

７

　　2004.9　　　　　　　　　　2005.9　　　　　　　　　　期初予想

７８０１４，０１２７３７１４，０８７合計

△５△１，６４７△２△１，８８８消去

６５８８，３７５４５４７，９５２洋紙計

２３２，２８７△５６２，４２３その他

６３５６，０８８５１０５，５２９日清紡

１２７７，２８４２８５８，０２３家庭紙計

１４２，０１４０２，１４７その他

１１３５，２７０２８５５，８７６日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　　２００４年

（売上高）減収

　家庭紙は市場価格低迷により減収

　洋紙は新商品の拡販などにより増収

（営業利益）増益

　家庭紙は売上減、広告宣伝費増により減益

　洋紙は開発商品などが寄与し増益



化成品事業
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営業利益

８

　　2004.9　　　　　　　　2005.9　　　　　　　期初予想
５３３１８，３４１５５４１７，５６９合計

１９△１，９１４△４△１，７４３消去

４９６９，６３４４３０９，４５３ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型計

２７４１，５８１１７２１，３１７浦東高分子

２８７３，５５８２２８２，９５３タイ高分子

△６５４，４９５３０５，１８３日本高分子

１８１０，６２１１２８９，８５９化成品計

４９５，３４０４９４，９６７その他

△３１５，２８１７９４，８９２日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　２００４年

（売上高）増収

　化成品は子会社の建材部門進出

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型加工品は海外子会社受注増

（営業利益）減益

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型加工品は好調、ウレタンが原料価格
の上昇などにより減益



不動産事業
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百万円

百万円

９

　　　2004.9　　　　　　　　　　　2005.9　　　　　　　　　　期初予想

１，２７５２，３７６１，３６３２，４８２合計

△２△３８４△１△４０４消去

１，２７７２，７６０１，３６４２，８８６計

１７６９５８２１３１，０３３その他

１，１０１１，８０２１，１５１１，８５３日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　　２００４年



その他事業
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売上高

営業利益

 　　2004.9                         2005.9                  　 期初予想

　　　　　2004.9                            2005.9                   期初予想
１０

△５８６１８，３５４△７７２１９，２９４合計

△１△１，６９４△２１△１，６６６消去

△５８５２０，０４８△７５１２０，９６０計

△８１３７，７５６△４４２７，６７４その他

ーー△２２６１，２９４ＰＤＰ

△３４７，６２１△１５７７，８８３電子機器

２６２４，６７１７４４，１０９メカトロニクス

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００５年９月期　　２００４年

（売上高）減収

　メカトロ：　　太陽電池製造設備、自動車製造ライン用機械

　　　　　　　　 など受注増

　燃料電池：  ｾﾊﾟﾚｰﾀ:家庭用燃料電池向け

　機能化学品：ｶﾙﾎﾞｼﾞﾗｲﾄ受注増

（営業利益）赤字縮小

　メカトロ：      売上増

　電子機器： コスト削減による改善

　機能化学品：増設設備立ち上がり期負担増

　ＰＤＰﾌｨﾙﾀｰ：撤退効果



通期予想
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期初
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－8,1997,000当期純利益

△１00373(-)600少数株主損益

△１00△5,037△3,500法人税等

２0012,86311,100税引前利益

７001,036△900特別損益

△５0011,82712,000経常利益

△５009,65110,000営業利益

△6,000243,421245,000売上高
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予想

243,421
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実績

△6,000251,000245,000売上高計

1,20039,10040,300その他

05,0005,000不動産

△2,80036,90034,100化成品

△1,20029,70028,500紙

1,20055,30056,500ブレーキ

△4,40085,00080,600繊維

期初

差異

期初

予想

2006.3

予想

9,651

△1,220

△865

2,736

822

1,700

6,258

217

2005.3

実績

380△1,300△920全社

△50010,50010,000営業利益計

370△900△530その他

△502,6002,550不動産

△300900600化成品

－1,7001,700紙

△3005,9005,600ブレーキ

△6001,6001,000繊維

期初

差異

期初

予想

2006.3

予想

売上高

営業利益

百万円 百万円

百万円

１１

◎期初予想比では、売上高、営業利益、経常利益は若干の減額、当期
純利益は変わらずと予想。
(売上高)
繊維部門は国内が低価格志向続き減収。化成品は国内が軟質ｳﾚﾀﾝや
子会社のﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ加工事業低迷で減収。ブレーキはABSの営業移管
による減収を補い、ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ(その他)も増収を見込むが全体では減収。
(営業利益)
繊維部門のｲﾝﾄﾞﾈｼｱ子会社がエネルギーコスト上昇の影響を受ける。
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽの業績寄与と機能化学品の採算改善(その他）、試験研究費
負担の減少（全社）あるが減益を予想。
(特別損益)
前期の特別要因（厚生年金基金代行返上益の計上、減損損失計上）は
なくなる。子会社有価証券売却益の計上等により期初予想比改善。



経営３ｶ年計画２００６
(2004.3～2006.3)

本年度スローガン

「3ヵ年計画2006の達成」

◎基本事項

   収益力を強化して、企業価値の増大を目指す。

◎重視事項

   ・事業計画：セグメント別事業計画を策定し、実施結果を確認する。

   ・業績評価：業績評価基準により、毎期セグメント別業績を評価。

   ・連結経営：グループ会社の経営力を強化。

   ・新規事業：研究開発テーマの事業化を全社的に推進。

億円
億円売上高

営業利益

１２

２，４５０

４３０

５５

３５０

３１０

５１５

７９０

2005.3
　計画

２，４５０

４０３

５０

３４１

２８５

５６５

８０６

（予想）

２，５００２，４３４　計

４４０３９２その他

５５４９不動産

３７０３４１化成品

３２５２８５紙

５２０５４３ブレ－キ

７９０８２１繊維

2006.3
　計画（実績）

   １００

 △９．２

△５．３

　　２５．５

　　６

　　１７

５６

　　１０

（予想）

△４△８△８その他

１２５９６１１０　計

－△１２－全社

２５２７２５不動産

１１８８化成品

１５１７１３紙

５８６２５３ブレ－キ

２０２１９繊維

2006.3
　計画（実績）

2005.3
　計画



当社製品（１）

ノンケアの特長■

・ 洗濯後も干すだけで美しい仕上がり

・ 綿１００％の上質な風合い

・ 縫い目の細かいシワも気にならない仕上がり

・ 一日中着用しても型崩れしない

１３

日清紡SSPは、夢の革新技術「液体アンモニア加工」によって、綿を

はじめとするすべてのセルロース繊維の性質を根本的に変化させ、
さらに、縫製の後にノーアイロンレベルの形態安定性を持たせるポス
トキュアの手法を採用することにより、高度の形態安定性を付与した
ノーアイロン製品です。

                  SSP                                         通常品

ブレーキライニング
＆アッセンブリー

ドラムブレーキ用の摩擦材で
あるブレーキライニングは、
軽自動車から大型トラック・バ
スまで幅広く採用されていま
す。信頼できる制動力と、様々
な条件下での性能安定性や
耐久性を持ち、皆様の安全を
サポートしています。

ディスクパッド
＆アッセンブリー
ディスクブレーキに装着され
る摩擦材であるディスクパッ
ドは、普通乗用車をはじめ、
軽自動車、スポーツカー、ト
ラックなどの大型車用まで
幅広いラインナップをそろえ
ています。優れた制動力と
心地よい制動フィーリング、
また様々な条件下での性能
安定性や耐久性も実現して
います。



アンチロック・ブレーキ・
システム

ＡＢＳを装着することによ
り、雨天時や雪道、悪路
などで急ブレーキをかけ
た場合でも、車輪のロッ
クを防止し、スピンせず
にハンドル操作ができる
ため、安定した制動・停
止をすることができます。

自然の恵みの中で育った
ピュアコットンをミックス。
いままでにないやさしさと
やわらかなフィーリングに
仕上げました。赤ちゃんか
らご年配の方まで、安心し
てお使いいただけます。

コットンから生まれた
やわらかティシュ

 「コットンフィール」

当社製品（２）

１４

高級感のある上質な風合いと高度な印刷適
性をそなえた高級印刷用紙です。
書籍、ポスター・カタログ・カレンダー、ステー
ショナリーなどに使用されています

ファインペーパー

スタビリティコントロール（ESP）

スタビリティコントロール（ＥＳＰ）
は、すべりやすい路面で自動車
のハンドルをきっても、安定した
走りを得るために開発された最
新のシステムです。

毎日のシャワートイ
レをもっと快適にす
るトイレットティシュ

家庭紙の豊富な商品バリエーション



モビロンは、弊社独自の技術で開発した熱可塑性ポリウレタンエラストマー（TPU）

です。テープやコード状など多様な形状に成形可能です。

独自の技術で開発したガラス状（アモルファス）カーボンは、
従来の炭素材料と異なり、気孔のない緻密な等方性組織
が特徴です。

ガラス状カーボン

「エアライトフォーム」のブラ
ンドでおなじみの当社硬質
ウレタンフォームは、お客様
の要望に応じ、いろいろな
形で販売しております。 「エ

アライトフォーム」は、その
優れた断熱性を生かし、冷
凍船・冷凍コンテナ等のコー
ルドチェーン関連、ＬＮＧ、Ｌ
ＰＧの超低温プラント関連及
び 住宅設備、建築関連に
使用されています。 又、断

熱材分野以外にも、土木分
野、合成木材、スポーツ用
品等、幅広い 用途がありま

す。

当社製品（３）

１５

　プラスチックファン業界においてはNo.1シェアを

誇っておりますが、その最大の要因は回転体技術で
あります。空体力学を駆使して風量、風圧、騒音、回
転数など、バランスのとれた性能を実現しております。

クロス・フロー・ファン



燃料電池用セパレータ

水の電気分解とは逆に、水素と酸素を結合させて
水をつくることで電気を起こす「燃料電池」。燃料電
池の種類はいくつかありますが、燃料電池事業部
では、固体高分子型燃料電池の心臓部にあたるカー
ボンセパレータを開発し、量産を開始しています。

当社製品（４）

１６

高温から低温まで、幅広い温度条件に対応可能

日清紡・電気二重層キャパシタは、実装性に優れた角型構造を
採用。
従来の円筒形のキャパシタに比べ、大幅な省スペース設計が可
能になりました



（電子機器）

（メカトロニクス）

当社製品（５）

（無線通信機器）

（電子応用機器）
（超音波関連機器）

１７

ソーラーバッテリー製造設備

シミュレータ
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